
市議会臨時会［５月］

提出議案の概要について
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桑名市

緊急経済対策・生活支援対策

～新型コロナウイルス感染症にともなう支援・対策～

第2弾
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令和２年５月臨時会の主な議案

一般会計補正（第３号） 補正額 ２,０６８万４千円

❶ＰＣＲ検査における検体採取場所として応急診療所の場所を提供【3,800千円】

❷離職や廃業等による住居を失う恐れがある人の家賃支援【3,901千円】

❸緊急で入居できる住居を確保するため、市営住宅を改修【1,500千円】

❹緊急雇用対策として、会計年度任用職員を採用【9,481千円】

❺学用品費や給食費等の支払いが困難となった世帯への就学援助【2,002千円】
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条例の制定及び改正

〇桑名市長等の期末手当の特例に関する条例の制定について

〇桑名市議会議員の期末手当及び政務活動費の特例に関する条例の制定について

〇ほか一部条例の改正について

補正予算の概要

補正予算の規模



議員提出議案の

概要について
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市議会議員の期末手当及び政務活動費を削減

目 的

新型コロナウイルス感染症による本市の経済
や市民生活への影響は日々拡大しており、市
民・事業者に対する早急な支援が求められて
いる。市議会議員の期末手当及び政務活動費
の削減分が新型コロナウイルス感染症対策の
支援策の一助となることを目的とする。

期末手当
６月と１２月の支給分からそれぞれ１０万円
を減額

政務活動費
令和２年６月分から令和３年３月分までの
月額を２万円減額
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特別職の期末手当を10万円減額

趣 旨

新型コロナウイルス感染症の影響により、市内経済
や市民生活に多大な支障が出ており、市長・副市
長を含む特別職の期末手当を減額することで、新
型コロナウィルス感染症対策の支援策の一助とな
ることを目的とする。

減給額 ６月と１２月の期末手当から１０万円

対象者 市長、副市長、教育長、常勤監査委員
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１．感染症拡大への対策

第2弾桑名市緊急経済対策・生活支援対策
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２．生活に対する支援

３．子育て世帯への支援

❶ＰＣＲ検査採取体制の確保・整備

❷住居確保給付金の拡充

❸桑名市営住宅に関する支援策

❹桑名駅北自転車駐車場に関する支援策

❺臨時休校期間中における実費負担による昼食提供

❻緊急雇用対策として、会計年度任用職員を採用

❼家計急変世帯への経済的支援（就学援助）



❶新型コロナウイルス感染症にかかる
ＰＣＲ検体採取体制の確保・整備について

概要

医師会、保健所の提言により、平日は診療を行っていない桑名市

応急診療所を新型コロナウィルス感染症検査の検体採取を行う検

査スポットとし、医師会、保健所、総合医療センターの設置団体でも

ある市が一体となってＰＣＲ検査の検体採取体制の確保を図る

目的

・今後のＰＣＲ検査の増加を見据え、検査スポットでも検体採取を行うことにより、桑名市

総合医療センターの負担軽減と院内感染のリスクを低減し、診療体制の維持を図る

専用外来の

ある病院

164

68%

管内診療所

53

22%

病院

23

桑名保健所管内の
PCR検査の状況(4月18日現在）

・検査スポットで検体採取を行うことにより、市内診療所の負担の軽減と一般患者の感染リ

スクの低減を図る

現在のPCR検査の状況

桑名保健所が、検査実施の判断と調整を行い、専用外
来を設置している桑名市総合医療センターと各診療所が
検査を実施

全体
240件

１．感染症拡大への対策
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新型コロナウィルス感染症の相談を受けている桑名保健所で、検査の実施が必要と判断された方
の検体採取を桑名市総合医療センターと、桑名医師会が運営する検査スポットにおいて実施する

今後の検査体制

連絡

相談

相談センター
(桑名保健所）

検査スポット
検体採取

（桑名市応急診療所）

市内診療所
(かかりつけ医)

感
染
の
疑
い
の

あ
る
方

判定
検査機関

検体採取

桑名医師会が運営

桑名市総合医
療センター

検体採取

検体採取の集中を避け、
医療従事者の疲弊を回避

専用外来(総合医療センター）への検体採取の集中
による負担を軽減するため、検査スポットでも実施

予算額

予算科目 金額 内容

需用費 ８00,000円 移転に係る施設修繕、案内等印刷費等

役務費 2,500,000円 引越運搬作業費、電話移設費等

委託料 500,000円 システム等移転作業費

計 3,800,000円

感染予防のため 上下水道部 お客様総合センターの移転に係る費用
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１．感染症拡大への対策

❶新型コロナウイルス感染症にかかるＰＣＲ検体採取体制の確保・整備について



❷住居確保給付金の拡充

支給方法：賃貸住宅の賃貸人等へ代理納付

〇住居を失うおそれのある困窮者への支援

２．生活に対する支援

離職・廃業後２年以内の者

コロナウイルス感染拡大等により、離職・廃業と同程度の

状況にある者

支給対象

支給要件

支給額

支給期間

支給方法

収入要件、資産要件、求職活動要件 等

単身世帯35,200円、２人世帯42,000円 等

支給期間：原則３か月

10



① 桑名市営住宅の一時使用の募集

❸桑名市営住宅に関する支援策

２．生活に対する支援

対象者

募集戸数

申込期間

入居可能期間

家 賃

② 入居者を対象とした家賃の変更

新型コロナウイルス感染症に起因する離職者で、住宅確保が
困難となっている市民の方

５戸

５月１１日（月）～当面の間

３か月（最大１年まで延長可）

免除（延長した場合は収入等に応じて徴収）

入居者

新型コロナウイルス感染症に起因して収入が大幅に減となった世帯に対して、直
近の収入に基づき、家賃の変更を行います。

対象者

期 間 随時ご相談ください 11



○ 桑名駅北自転車駐車場の定期利用期間の延長

❹桑名駅北自転車駐車場に関する支援策

２．生活に対する支援

新型コロナウイルス感染症拡大防止措置により、4月以降に学校が休校と

なっている学生を対象として、桑名駅北自転車駐車場の定期利用期間の延

長を行います。

対象者に自転車に貼付する延長シールを送付

対象者

延長期間

対応方法

４月が定期利用期間に含まれる学生（高校生、大学生等）

１カ月

（例えば、４月の１か月定期利用者は、５月末まで利用可能、

４～６月までの３か月定期利用者は７月末まで利用可能）
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市内小学校２７校、幼稚園８園では、臨時休校（園）期間中、子どもの

預かりを実施しています。預かる子どもたちが昼食に困ることのないよう、

希望者へ実費負担で昼食の提供を行います。

市内中学校でスクールランチを提供している業者で調理されたお弁当を提供

❺臨時休校期間中における実費負担による
昼食提供について

[メニュー例]

◎ごはん 竜田揚げ タルタルソースにんじんしりしり

◎ごはん さばの塩焼き おろしポン酢豚肉のねぎ塩炒め

２．生活に対する支援

目 的

実施方法

実施期間 ４月２１日(火)～５月１日(金)の平日

希望者は事前に学校を通じて申し込み、当日学校でお弁当を受け取ります。

単 価 １食 ２８０円（実費負担）
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❻緊急雇用対策～会計年度任用職員を募集します～

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う緊急

雇用対策として、この影響により採用内定を取り消

された方や離職された方の支援を目的として、会

計年度任用職員を募集する

事務職 ５人程度

採用日から令和３年３月３１日まで

１８歳以上の方で、以下の要件をいずれも満たす方

①新型コロナウイルス感染症の影響により、採用内

定を取り消された方・離職された方

②市内在住の方

２．生活に対する支援
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目 的

募集職種・
人数

任用期間

応募資格



❼家計急変世帯への経済的支援（就学援助）

2,002,400円

３．子育て世帯への支援

目 的 2008年のリーマン・ショック時の状況を参考に、就学が

困難となる児童生徒への学用品費や給食費等を援助

するための費用（就学援助）を増額します。

小学校費

中学校費

合 計

16人×64,850円／年 ＝1,037,600円

12人×80,400円／年 ＝964,800円
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